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■ 須山卓知(たかし)プロフィール 
●1980年(昭和55年)11月6日生まれ 
　桐朋小学校・中学校・高校 
　早稲田大学社会科学部 卒業 
●早稲田大学大隈塾・高野孟ゼミ１期生 
●卒業後、特許事務所、政党本部スタッフ、      　　　    
参議院議員秘書、府中市議会副議長等を経て、　　
八王子選出の東京都議会議員に 

●東京都議会 環境・建設委員会副委員長 
●会派多様性PT座長として、　　　　　　　　　　　　　　
手話言語条例、情報コミュ　　　　　　　　　　　　　
ニケーション条例の制定に　　　　　　　　　　　
尽力 

●趣味はスパイスカレーづくり　　　　　　　　　　
ベースを弾くこと（ヘビメタ） 

●2児の子育て中

東京都の年間の予算って知ってますか？ 
　2025年度の東京都の一般会計予算は9兆1580億円。　　
これはスイスやスウェーデンなどといった国と同規模 
と言われています。 
　さらに言うと、東京都は国家ではないので防衛費が 
ない。つまり、この規模を都民サービスに使えます。 
都税収入ってどれくらい？ 
　都税収入は6兆9296億円が計上されています。私 
たちの支払っている税金は過去最高額とも言われてい 
ます。それだけ支払っている税金が、はたして適切に 
私たち都民のために使われているでしょうか？ 
私たちの支払ったお金の使い方は？ 
　今年度の目玉予算の一つである「アフォーダブル住　
宅」。都内の家賃が高騰する中で、空き家を活用して 
その対策を行うもの。必要な事業だとは思えます。

　3月30日に立憲民主党に離党届けを提出いたしました。 
　4年前に八王子にご縁を頂き、多摩の中心である八王子の
魅力を感じながら、ボトムアップの政治をこの八王子から進
めて行きたいという思いで活動をしてまいりました。 
　地元市議団との信頼関係を構築することが叶わず、離党を
決意いたしました。 
　今後のことは不確定なことも多いですが、無所属の議員と
なりました。 
　裏金問題や商品券問題など、政治不信が続いていますが、
私は都民、国民に本当に寄り添い、一人ひとりの暮らしを守
る政治を創りたい。この東京、この八王子に住む人たちの暮
らしをもっと良くしたい。 
　これからも未来への責任を持ち、都民のため、日本のため
の政治を目指してまいります。ご批判、お叱り、など多々あ
るかと思いますが、謙虚に耳を傾け、今後に活かしてまいり
ます。引き続き、須山たかしをよろしくお願いいたします。 
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立憲民主党を離党しました。

民主主義が危機的な状況です。 
　しかし、その中身は、100億円の予算をかけて、フ 
ァンドを設立。民間からも100億円集めて事業を行う 
といいますが、何戸作るのか？どのくらいのニーズが 
有るのか？予算委員会での質疑では全く解明出来ませ 
んでした。 
　議会の質問にも答えられないということは、民主主 
義の危機と言わざるを得ません。 
わたしたちの解決策。 
　私たちは低所得世帯や多子世帯などを中心とする、　　
「家賃補助」の創設を訴えてきました。 
　なぜ、なんのために、この事業が必要か？もっと単 
純に、明確に都民の「くらし」のために、私たちの支 
払っている税金の使い方を提案していくことにより、　　
もっと！「くらし」を守る政治を創っていきます！



都政へのご意見・ご要望をお待ちしております。 
右記QRコードからLINEでお寄せください▶▶
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皆さんからのご意見を 
お聞かせ下さい！！

■須山たかしおしゃべり会 
日時：2025年5月24日(土)　14:00～ 
場所：生涯学習センター 南大沢分館 視聴覚室 
お申し込み：メール(suyamaoffice1980@gmail.com)または　　　　　　　　 
　　　　　　　下記LINEよりお願いいたします！↓

予算委員会 
　予算委員会で会派の代表として締めくくり総括質疑に立ちました。 
　９兆円を超える２０２５年度の一般会計予算。観光を含めた多摩 
地域の振興、多摩産材の活用などの提案。 
　予算審議における知事の姿勢に関しては、相手によって答弁を変 
える知事や局長を追求しました。 
　都民の支払っている大切な税金の使い方を議論する都議会での議 
論がこれで良いのか、議会制民主主義は大丈夫なのか、強く訊いまし
た。

障害者情報コミュニケーション条例の制定 
　この任期の間、ずっと頑張ってきた障害者情報コミュニケーショ
ン条例が全会一致で可決されました。 
　すべての人に必要な情報が届くように、そしてすべての人が適切
な情報にアクセスできるように都が施策を進めるための条例。 
　条例制定がゴールではなく、また障害の有無という次元でなく、
すべての人が自分らしく在る東京を目指して、引き続き注視してい
きます！写真は記者会見の様子です。

外国人学校を考える勉強会 
　東京都議会外国人学校を考える勉強会で北区のフランス学園を視
察してきました。 
　議論を重じるお国柄で、ディベートはもちろん、哲学のクラスも
あるということでした。 
　こうした良いところを取り入れて日本の教育も底上げしていくと
同時に、東京にくらす子どもたちの学びをきちんと確保していき未
来への責任を果たしていくために全力を尽くします。
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